
 
 

 

JSAF 派遣生 留学レポートより 

先輩はユニバーシティ・カレッジ・ダブリンでこんな授業を受けています！ 

University College Dublin（アイルランド・ダブリン） 2025 年秋派遣生の履修科目紹介 

「留学中、実際にどんな授業を受けるの？」——参加を検討中の皆さんから一番多く寄せられる質問です。このペー

ジでは、ユニバーシティ・カレッジ・ダブリンへ派遣された先輩の留学レポート(1 学期目終了時点)から、履修した科

目を授業内容や先輩のリアルな感想とともに紹介します。 

◆ 先輩レポート 1 古代ギリシャからスワヒリ語まで、専攻を越えて挑戦した先輩 

在籍：神戸市外国語大学 外国語学部 英米学科（3 年・休学留学・2025 年秋派遣） 

秋学期は古代ギリシャ史・ポピュラー音楽・スワヒリ語・児童文学と、専攻の枠にとらわれない 4 科目（各 5 単位）を

履修。バックグラウンドのない分野のディスカッションに苦労しながらも、クラスメイトから表現を吸収して別の場面

で使うなど、工夫を重ねて授業を楽しんでいます。 

— 秋学期 — 

GRC10200  Classical Greece（5 単位） 

履修した先輩 神戸市外国語大学 外国語学部 英米学科の先輩 

授業形式 レクチャーが週 2 回＋チュートリアルが 2 週間に 1 回 

クラス規模 レクチャー約 50 人、チュートリアル約 15 人 

評価方法 クイズ 5 回＋期末試験 

どんな授業？ 
古代ギリシャについて詳しく学ぶ授業です。ギリシャの宗教観やオリンピアなどの式典、女性や奴隷の

ようにこれまで無視されてきた人々についての講義が特に興味深い内容でした。 

先輩の声 
教授が人物や書物の名前を説明している際に、瞬時に脳内で理解することに苦労しましたが、講義内容は

想像していた以上にギリシャ世界について詳しく説明されており、楽しく受講することができました。 

 

MUS10220  Popular Music（5 単位） 

履修した先輩 神戸市外国語大学 外国語学部 英米学科の先輩 

授業形式 レクチャーとチュートリアルがそれぞれ週 1 回 

クラス規模 レクチャー約 50 人、チュートリアル約 10 人 

評価方法 中間エッセイ＋期末エッセイ＋毎週のジャーナル 

どんな授業？ 
ポピュラーミュージックを様々なジャンルに分けて学ぶ授業です。講義内では毎回実際に音楽を 

聴きながら学びます。 

先輩の声 
チュートリアルでは専門的な単語を用いる機会がたびたびあり苦労しました。一方で、講義内で音楽

を毎回聴くことができて、新しいジャンルや曲を知ることができました。 

 

 



 
 

 

 

LANG10380  Swahili（5 単位） 

履修した先輩 神戸市外国語大学 外国語学部 英米学科の先輩 

授業形式 小規模での講義 

クラス規模 2 人 

評価方法 中間テスト＋リスニングテスト＋スピーキングテスト＋期末ライティングテスト 

どんな授業？ 
スワヒリ語を一から学ぶ授業です。少人数ならではの距離の近さの中で、じっくりと新しい言語に 

取り組めます。 

先輩の声 
今学期最も楽しんだ講義です。運よく生徒が私を含め 2 人しかいなかったため、いつでも質問でき、

多くを学びました。 

 

ENG1002  Children's Literature（5 単位） 

履修した先輩 神戸市外国語大学 外国語学部 英米学科の先輩 

授業形式 レクチャー 

クラス規模 40〜50 人ほど 

評価方法 中間エッセイ＋期末試験 

どんな授業？ 日本でも有名な児童小説を扱う授業です。毎週 1 冊の本を予習して講義に臨みます。 

先輩の声 
児童小説とはいえ、本一冊を毎週予習していくのは大変でした。ですが、有名で読んでみたかった 

作品を読む機会を得られてよかったです。 

 

先輩が感じた、ユニバーシティ・カレッジ・ダブリンの授業のここがすごい！ 

「一番苦労したのは、授業内のディスカッションでこれまでバックグラウンドのない分野の専門的な説明をする際に、 

言葉が見つからないことでした。クラスメイトや話している相手に、自分の言いたいことを英単語でどう表現するのか

聞き、周りが使っている単語や表現はできる限り吸収して、別の場面で使うよう心がけています。」 

 

 

「課題の文章には専門用語や文学的表現が頻出するので読むのに苦労しますが、とにかくひたすら出された課題や 

資料、予習等をこなすことで力をつけています。」 

 

 

「留学生同士のアクセントやアイルランドのスラングを理解するのに今でも苦労しますが、何度も聞き返してもみんな優しく、

いやそうにされたことはありません。通じないことや間違いをほとんど気にせず、誰とでも話せるようになりました。」 

—— 2025 年秋派遣・神戸市外国語大学の先輩 

 

※本ページの内容は 2025 年秋派遣生の第一回留学レポート（1 学期目終了時点）に基づいています。開講科目・評価方法・単位数は

変更になる場合があります。 


